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当社では環境負荷物質の使用量、排出量、保管量などを法
令に基づいて監視、測定しています。
過去5年間の推移としては減少、または横ばい傾向にあり、
低減活動や適正管理に努めています。

PCB含有機器について、福利厚生施設の建替え等によ
り、保管台数が増加しました。

各取り組みを客観的に評価するための指標を、KPIとし
て本報告書では記載をしています。KPIは取り組みの目
標値とその実績値としています。

本報告書の環境報告面で記載しているデータは、当社内
で把握した実績値を根拠としています。

本報告書のP.17～19におけるパフォーマンス結果は、大
豊工業㈱単体のデータです。
グループ売り上げ982億円のうち、単体は576億円であ
るため、本報告書の環境パフォーマンス結果は59％相当
を示すものとなっています。
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愛知県豊田市にある4工場並びに鹿児島県出水市にあ
る１工場において、2014年度は環境関係の規制基準の
超過はありませんでした。

●環境法令の遵守状況

◆ばいじん、NOｘ
◆PRTR法に基づく 排出・移動量

◆ダイオキシン類

◆放流水質（有害物質項目）

◆トリクロロエチレン

◆PCB含有機器 保管量

●活動の指標（KPI）について

各種データの参照元

データの捕捉率

◆各種データの信頼性について

取扱量 製品

大気 3.8ｔ

286ｔ 280ｔ生産

水域
 0.01ｔ

廃棄物
   1.8ｔ

地下浸透 0ｔ
自社埋立 0ｔ

対象事業所※１ 地下水測定データ 回収量※２

本社工場 ＜0.01～3.45ppm 136.04kg

細谷工場 ＜0.01～0.171ppm 0.89kg

対象事業所 
ばいじん 

（規制値：0.2ｇ/ｍ３N） 

NOｘ 

（規制値：70～200ppm） 

本社工場 ＜0.0003～0.0011ｇ/ｍ３Ｎ ＜1～10ｐｐｍ

27～38ｐｐｍ

21～61ｐｐｍ

 

細谷工場 ＜0.0003～0.0040ｇ/ｍ３Ｎ 

幸海工場 ＜0.0003～0.0004ｇ/ｍ３Ｎ 

※１ 上記以外の事業所では検出されていません
※２ 回収量は官公庁へ届出している社内の算出値です　

各種装置ごとに測定した結果をまとめて表示しています

対象事業所 対象設備
測定結果 

（規制値：5ng-ＴＥＱ/ｍ３Ｎ） 

本社工場 アルミ集中溶解炉 0.0006ng-ＴＥＱ/ｍ３Ｎ  

対象事業所 項目 
測定結果 

（カッコ内は規制値） 

本社工場 

鉛およびその他の化合物 0.01～0.03ppm (0.08） 

ホウ素およびその化合物 ＜0.05ppm  (4）  

ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物、 

硝酸・硝酸化合物 
3.4〜10ppm (30） 

細谷工場 

鉛およびその他の化合物 0.01～0.04ppm (0.08） 

ホウ素およびその化合物 ＜1.0～1.0ppm (4） 

フッ素およびその化合物 1.0～5.2ppm (8） 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物、 

硝酸・硝酸化合物 
＜0.1～4.0ppm (30） 

幸海工場 

フッ素およびその化合物 ＜0.1ppm (8） 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物、 

硝酸・硝酸化合物 
＜0.1～5.0ppm (30） 

保管事業所 保管台数（いずれも低濃度）

本社工場 蛍光灯安定器等　87台

細谷工場 蛍光灯安定器等　64台

活動の指標（KPI）

海外グループの主な取り組み 環境データ海外グループ

大豊工業グループでは、地球環境保全の目的から海外グ
ループ７社と地球温暖化防止に向けた取り組みを進めてい
ます。

◆インバーター式コンプレッサーの導入
タイホウコーポレーションオブアメリカ

工場エアの使用状況に合わせ
て稼働するコンプレッサーを
導入し、電力使用量、CO2削減
に大きな効果が得られました。

導入したコンプレッサー

CO2排出量
約0.5ｔ/月の低減
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韓国大豊株式会社

大豊工業株式会社

日本ガスケット株式会社

大豊精機株式会社

大豊岐阜株式会社

株式会社ティーイーティー

株式会社タイホウパーツセンター

株式会社タイホウライフサービス

タイホウ 
コーポレーション 
オブ アメリカ

タイホウ 
マニュファクチャリング 
オブ テネシー LLC

ニッポンガスケット タイランド

タイホウ コーポレーション 
オブ タイランド

タイホウ 
コーポレーション 
オブ ヨーロッパ

天津大豊精機汽車設備有限公司

常州恒業軸瓦材料有限公司

タイホウ ヌサンタラ株式会社

PT アストラ
 ニッポンガスケット インドネシア

煙台日柯斯密封　有限公司

大豊工業（煙台）有限公司

海外グループ6社でISO14001の認証を取得し、継続的な
改善を進めています。

タイホウ コーポレーション オブ アメリカ
タイホウ ヌサンタラ株式会社
タイホウ コーポレーション オブ ヨーロッパ
韓国大豊株式会社
タイホウ コーポレーション オブ タイランド
大豊工業(煙台)有限公司

2000/5
2006/3
2004/2
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2005/1
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社　名 認証取得

タイホウ
コーポレーション
オブ  アメリカ
（略称 TCA）

売上高：35億円　　従業員数：約120人
《CO2総排出量：3,300t－CO2/年》

主な生産品目

主な取り組み

エンジンベアリング、シューなど

省エネ型コンプレッサーの導入

売上高：12億円　　従業員数：約130人
《CO2総排出量：1,400ｔ- CO2/年》

主な生産品目

主な取り組み

エンジンベアリング、ブシュなど

洗浄工程の廃液低減

売上高：22億円　　従業員数：約190人
《CO2総排出量：1,000ｔ- CO2/年》

主な生産品目

主な取り組み

シュー、オイルコントロールバルブなど

切削加工時の水使用量低減

売上高：13億円　　従業員数：約90人
《CO2総排出量：850ｔ- CO2/年》

主な生産品目

主な取り組み

シューなど

屋根上散水による事務所の省エネ

売上高：29億円　　従業員数：約450人
《CO2総排出量：5,100ｔ- CO2/年》

主な生産品目

主な取り組み

エンジンベアリングなど

撹拌機の間欠化による省エネ

売上高：14億円　　従業員数：約30人
《CO2総排出量：390ｔ- CO2/年》

主な生産品目

主な取り組み

主な取り組み

バキュームポンプなど

工業用水利用による屋外散水費の低減

売上高：8億円　　従業員数：約150人
《CO2総排出量：2,800ｔ- CO2/年》

主な生産品目 軸受素材

従業員の安全衛生ルールの徹底

タイホウ
ヌサンタラ（株）
（略称 PTN）

タイホウ
コーポレーション
オブ ヨーロッパ（有）
（略称 TCE）

韓国大豊（株）
（略称 TCK）

大豊工業（煙台）
有限公司
（略称 TCY）

タイホウ
コーポレーション
オブ タイランド
（略称 TCT）

常州恒業軸瓦材料
有限公司
（略称 WBM）
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◆海外グループ各社の概要

◆ISO14001認証取得状況

◆各拠点の取り組み事例

◆洗浄工程の廃液低減
タイホウヌサンタラ（株）

毎週定期交換していたシューの
洗浄液に着目し、品質を確認しな
がら、生産量に応じた交換頻度を
設定し、廃液低減を行いました。

洗浄工程

廃液排出量
1.1ｔ/月の低減

◆切粉と切削液の分離による水使用量低減とモレ防止
タイホウコーポレーションオブヨーロッパ(有)

切削加工工程で発生する加工切粉と
切削液を分離することで、切削液の
希釈用の水使用量を低減しました。
また、作業場の足元の切削液飛散も
改善することができました。

加工工程の足場改善前後

水使用量
18%/月の低減

CO2算出根拠：
CO2 Emissions from
Fuel Combustion,
2007 edition, IEA,
Paris, France
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グループ会社
１社増のため増加


